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１．教師教育開発センター（全学的教員養成組織）の概要

２．教育学部以外の課程認定学部へのＦＤ研修

３．教育学部以外の教科専門科目担当教員の教員養成への関わり

４．教員養成コアカリキュラム（全学、教育学部）

５．長期学校インターンシップ（教育学部）、学校ボランティア（全学）

６．教育委員会との連携

岡山大学の取組み（教育学部及び教師教育開発センター）
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文部科学省大学教育推進ＧＰ採択
「総合大学が担う特色ある教員養成の質保証」

～地域と連携した全学教職課程の体系的構築とＦＤ活動の推進～

教師教育開発センター準備委員会の設置
＊センター運営組織等の整備

＊全学教職コアカリキュラムの構築

＊教職論ハンドブックの作成

シンポジウムの開催

平成２１年１０月

平成２２年３月

平成２２年４月

同年１０月

・センター規程、センター運営規程、部門内規制定

・特別契約教職員の配置等

・(３＋１)部門・センター運営委員会の設置

テーマ「教員養成の明日を築く ～総合大学は今何をなすべきか～」

教師教育開発センター（全学組織）の設置

教師教育開発センターの設置

１．教師教育開発センター（全学的教員養成組織）の概要
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岡山大学

教師教育開発センター
１)教師教育開発部門

（全学教職課程企画・運営、教育実習等）
２)教職支援部門 （教職支援・教職相談等）
３)教職コラボレーション部門

岡山県・市との連携協力事業の窓口
スクールボランティアビューローの運営
教職に関わる各種の情報提供

４)理数系(CST)教員養成事業部門

教育行政・学校現場

岡山県教育委員会
岡山市教育委員会
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文学部
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経済学部
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環境理工
学部

農学部

全学教職課程運営委員会

附属学校園 C

A P

D

教師教育開発センター運営委員会

組織体制

１．教師教育開発センター（全学的教員養成組織）の概要
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教員免許
更新制開始 教職実践演習開始

(センター設立後の１期生)

１．教師教育開発センター（全学的教員養成組織）の概要
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教員養成学部のみならず、教職課程を担当する全ての教員が強い目的意識を
持ち、教員養成課程に携わることは教員養成の質を担保するうえで極めて重要と
いえる。

教職課程FD研修会等の実施

教師教育開発センターが、各教職課程認

定学部からの要望に応じて教職課程FD研

修会を実施している。これに加え各種の

フォーラムや講習会を企画・実施すること

で、全学的に、教員養成に関する大学教職

員の意識付けを図っている。

２．教育学部以外の課程認定学部へのＦＤ研修

教職課程SD

７課程認定学部の教務担当係員は、毎
月の教職課程認定委員会に陪席し、教職
課程の理解を深めている。
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○参加学生 ５学部２研究科 ２５名

〇授業者 法学部１名、環境理工学部１名、教師教育開発センター２名

〇参加教職員 １９名（教育学部以外）

○授業の展開

・母校実習を実施している様子をとら

えたビデオを視聴し、課題や改善点

を見出すことで、より良い授業を作る

観点を習得することをねらいとした。

・各自が見出した課題や改善点を話し

合うとともに、グループワークを通し

て具体的な改善への手立てを提案す

ることを到達点とした。

・教科専門教員は、グループワークの指導、模擬授業後の指導を担当した。

ＦＤ研修：教職実践演習の試行（2012.2.9実施）

教職課程FD研修会等の実施

２．教育学部以外の課程認定学部へのＦＤ研修

6



３．教育学部以外の教科専門科目担当教員の教員養成への関わり
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・教職実践演習

センター教員との協働

・教職課程ＦＤ研修

恒常的に教職課程を理解

主役は学部

・全学教職課程運営委員会

岡山大学の教職課程に関する審

議・議決への直接的関与

・岡山県、岡山市との連携協力会議

教員養成に関する動向の理解

３．教育学部以外の教科専門科目担当教員の教員養成への関わり

8



「学士課程教育では、附属学校や公立の連携協力校等を積極的に活用し、

初年次から３年次までの体系的な教育実習、２・３年次における学校支援

ボランティアを中心とする体験的授業科目、４年次の教職実践演習と連動

させて必修化した長期間の「教職実践インターンシップ」から成る学校現場

における体験的活動によって教職への意欲を高めながら実践的な能力を

育成する。また、教科及び教職に関する科目を有機的に結びつけた体系

的な教育課程を編成し、「教科内容構成」および「授業構成」の力量を有す

る質の高い義務教育諸学校等の教員を養成することによって岡山県およ

び隣接県における教員養成の拠点機能を果たしていく」

１．実践的な能力の育成
・実践的指導力の養成を目指すコア・カリキュラムの実施。
・「教職実践演習」と共に「教職実践演習インターンシップ」の必修化

２．教科及び教職に関する科目を有機的に結びつけた体系的な教育課程
・先進的教員養成プロジェクトによる教科構成学教授法開発

４．教員養成コアカリキュラム（全学、教育学部）

岡山大学教育学部 ミッションの再定義
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教育学部と課程認定学部（文、法、経、理、工、環境理工、農）

１．全学教職課程の目指す教員像

教育学部と共通「ＥＳＤの理念をもち、4 つの力で構成さ

れる教育実践力をバランスよく身につけた反省的で創造

的な教員」

２．全学教職コア・カリキュラムの体系化

教職オリエンテーション、母校訪問から始め、教職論を2

年次履修とする

３．全学センターの教師教育開発センターが担う質保証

教育学部以外の課程認定学部教育学部

１．実践的指導力の養成を目指すコア・カリキュラム

1年次からの実践的授業科目に加え、「教職実践インターン

シップ」を学部生全員に必修化

２．教科と教職に関する科目を有機的に結びつける教育課程

教科内容を構成する力⇒指導法から指導法開発へ、

内容論から内容開発へ、

実践的授業科目（コア科目）と往還

４．教員養成コアカリキュラム（全学、教育学部）

10



教職実践演習と教職実践インターンシップ（長期学校インターンシップ）

５．長期学校インターンシップ（教育学部）、学校ボランティア（全学）



教職実践演習と教職実践インターンシップ（長期学校インターンシップ）

受け入れ先の先生に，インターンシップが学校（児童生徒，教師自身）に
とって効果があると捉えられていることが窺える

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8．実習生の取り組む姿勢に教師自身も学べるところがあった

7．実習生が来ることにより人手が増え，助かった

6．実習生が来ることにより教員間でのコミュニケーションや連携

が深まった

5．実習生を受け入れることによる教員の負担感が強かった

4．実習生の活動の様子や態度に好感がもてた

3．児童・生徒の学校や学級に対する思いが前向きになった

2．児童・生徒の日々の学校生活によい影響があった

1．実習生がくることによって学校現場に活気が出た

非常に当てはまる

当てはまる

どちらとも言えない

あまり当てはまらない

全く当てはまらない

平成２５年度 受入教員等への調査（３０校園、２５３名）

５．長期学校インターンシップ（教育学部）、学校ボランティア（全学）
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学校ボランティア（全学） 教師教育開発センターの「スクールボランティアビューロー」が担当

５．長期学校インターンシップ（教育学部）、学校ボランティア（全学）
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教育委員会

33%

教育研修

センター等

8%
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教育機関等

21%

派遣先別
講師等派遣状況

岡山市関係

27%

岡山県内関係

47%

県外

26%

地域別

岡山市関係

22%

岡山県内関係

50%

県外

28%

小学校

17%
中学校

9%

高等学校

7%

特支・幼稚園

5%

教育委員会

27%

教育研修

センター等

8%

その他

教育機関等

21%
平成25年度

総計775件

平成24年度

総計846件

６．教育委員会・学校等との連携
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年度 岡山県教育委員会 岡山大学 岡山市教育委員会
平成11年度 ※教育学研究科・教育臨床専攻設置（現職用）◆

平成12年度

9月 県教委と包括協定「連携協力に関する覚書」締結
研究内容：①教員養成に関する事項■

②教員研修に関する事項◆
③学校教育上の諸課題への対応に関する事項▲
④その他両者が必要と認める事項 ■▲日本語教育の必要な外国籍児童生徒への教科学習支援

(授業科目名「日本語教育支援」）

平成13年度
■学校教員インターンシップ事業（授業科目名：学校教員インターンシップ）▲教員のメンタルヘルス等9件が新規事業合計15件の連携協力事業

※教育学研究科・カリキュラム専攻設置（現職用）◆

平成14年度 21件の連携協力事業
平成15年度 26件の連携協力事業と4件の重点連携事業

平成16年度
27件の連携協力事業と4件の重点連携事業、第一回連携協力シンポジウム「優れた教員養成の在り方を求めて」

※教育学研究科・マネジメント専攻設置（現職用）◆
●平成16～18年度兵庫教育連合研究科共同研究プロジェクト「スクールリーダー育成のための教育プログラムの開発」

平成17年度 23件の継続事業、4件のスクラップ事業、1件新規事業、3件重点事業、「夏季研修講座」

平成18年度

■◆▲11月岡山県教委は，教職大学院設置支援の決定
①教職大学院の実務家教員の交流人事
②教職大学院への院生派遣
③教職大学院実習指定校の選定
④岡山県教育センターとの連携

※学部改組・教員養成特化
平成18年10月教職大学院設置検討委員会

■学生による学力向上支援（授業科目名「学校教育実践」）

平成19年度
◆教員免許更新制に関する意見交換会（岡山大学と岡山県教委の共同開催）

●「授業で勝負！」支援事業協力で教職大学院のカリキュラム開発
●教職大学院GP

※特任教授制度導入

平成20年度

※教育学研究科教職大学院設置 ◆実務家教員採用
●教員研修センター委嘱平成20年度教員研修モデルカリキュラム開発プログラム「スクールリーダーの学校変革力高度化カリキュラムの開発」

■「教師への道」インターンシップ事業への統合（全県下の大学参加）
21継続事業

2件重点事業「学校教員インターンシップ」「夏期研修講座」
◆教員免許更新関係機関連絡会議の開催

(県下16大学1機関、岡山大学資料提供）

岡山大学大学院教育学研究科及び教育学部と岡山市教育委員会との連携協力に関する協定書
研究内容：①教員養成に関すること、②教員研修に関すること

③幼児児童生徒への支援を含む学校教育上の諸課題への対応に関すること
④教育研究の協力に関すること、⑤その他両者が必要と認める事項

平成21年度

岡山大学・岡山県教育委員会・岡山市教育委員会の3者合同専門部会・連携協力会議の開催

14件継続事業、1件新規事業（高等学校発達障害支援推進事業）
重点事業「教師への道」インターンシップ事業
◆教員免許更新関係機関連絡会議の開催
■高等学校校長会の母校訪問への協力

●全学教職課程GP

「「総合大学が担う特色ある教員養成の質保証」
※附属学校園12年一貫教育

岡山市学校支援ボランティア制度
学力・授業力アップ支援事業

授業で変わる!
いきいき岡山っ子育成事業

平成22年度 ◆教員免許更新関係機関連絡会議の開催
※教師教育開発センター設置
●CST養成拠点構築事業◆■

大学企画講座での市立学校長の講演
中学校区ではぐくむ！学力アップ事業

平成23年度
◆教員免許更新関係機関連絡会議の開催
▲倉敷市学校問題支援総合プロジェクト
▲戦略的学校課題分析プロジェクト

●特別経費（プロジェクト分）
教員の資質向上に寄与する

「大学と学校・教育委員会の協働」の実現

いきいき学校園づくり
教科等別研究会

ユネスコスクール支援事業

平成24年度
◆初任者研修3年化による改善の取組

（初任者研修プログラムの体系化への理論構築と
校内研修指導教員の資質向上に対する支援）

●教員研修センター委嘱平成24年度
教員研修モデルカリキュラム開発プログラム

「初任者研修改善に取り組む教育委員会との連携・協働による初任
者研修支援プログラムの開発」

●文部科学省ユネスコパートナーシップ事業

ユネスコスクール活動を支える地域
づくりフォーラム

平成25年度 ◆「授業力パワーアップセミナー」開催 ●教員の資質能力向上に係る先導的取組支援事業 ESD ユネスコスクール推進支援事業

第
一
期
（

連

携

）

第
二
期
（

支

援

）

第
三
期
（
協

働
・
深
化

）

６．教育委員会・学校等との連携
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これまでの経験から・・・

一朝一夕には進まないこと、大きな契機が必要なことを実感

（１） 個別連携から組織連携に至る時期

・包括的連携協定の締結（連携事業の実施）

（２） 相互の事業への支援の時期

・教育委員会の養成教育への関与（教職論、教育実習基礎研究）

・県、市教委事業への協力（授業で勝負！、いきいき岡山っ子育成）

・教職大学院の設置

（３） 養成、採用、研修を一体とする教師教育に向けた協働・深化の時期

・初任研の共同開発

・学校課題分析、学校問題総合支援プロジェクト

・教職大学院と初任研の連携

・認定講習、更新講習

・初任期教員サポート

連携・協働の段階

６．教育委員会・学校等との連携
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（１）教職大学院と初任研
・教育委員会との連携授業 ⇒ 初任研の免除

（２）初任期教員サポート（教員研修センター委嘱事業：教員研修モデルカリキュラム開発プログラム）
・講師を含む初任期教員の学習指導力向上を目的とする研修

⇒ 倉敷：講師のためのスキルアップセミナー
岡山：授業力パワーアップセミナー

（３）リアリティ・ショックへの支援
・初任者のメンタルケア事業（案）

（４）認定講習、更新講習
・小中学校免許状併有のための講習
・認定講習と更新講習との相互活用

（５）教育のグローバル化
・教育支援（教育パッケージの国外輸出）
・国際バカロレア（IB）の普及・拡大

連携・協働の一層の促進・今後の課題

６．教育委員会・学校等との連携

17



４
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

内容開発
（教科Ⅲ）

教職実践演習
教職実践インターンシップ

指導法開発

指導法B

概論
（教科Ⅱ）

内容論
（教科Ⅰ）指導法Ａ

教科教育科目 教育実習 教科専門科目
（指導法） （教科内容）

教科各論
（教科Ⅳ）

教育実習Ⅰ
（観察・参観実習）

教育実習Ⅱ
（中学校教育実習基礎研究）

教育実習Ⅲ
（附属中学校実習）

岡山大学における教科内容構成の考え方（教科専門科目と教科教育科目）

科目の特質 教科の教育内
容概論

選・必の
別

必修

中学校学習指導要領に規定されている教科の指導・
学習内容を概観し、構造的に整理するとともに、その
教科内容を指導する際に必要な知識や理論、実験等
の技能のきそ基本について指導する。

科目の特質 教科内容開発
論

選・必の別 選択必
修

教育実習や体験的授業科目などでの学生の授業実践
と結びつけて、より実践的な教育内容研究を行ったり、
今日求められる新しい教科内容を、学生と教員が協同
で開発する。「教科専門と教科教育の融合科目」という
性格を持つ。

科目の特質 教科の背景とな
る学問概論

選・必の
別

必修

中学校における教科指導に必要な、各教科の背景に
ある諸学問の一般的かつ包括的な内容について指導
する。教員免許法が要請する教科に関する専門科目
群に基づいて開講する。

科目の特質 学問の各論 選・必の
別

選択

選択科目として開講する。高等学校教諭免許の取得
や卒業研究に必要な科目である。

科目の特質 教職実践イン
ターンシップ

選・必
の別

必修
（選択）

教職実践演習のフィールドワークとして位置づけ、公立
校での3ヶ月以上（選択で1年間）のインターンシップに
より、各自の課題解決に向けて取り組む。

参考資料
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養成と研修の役割分担を越える（初任期教員の研修）

初任期教員サポート

初任期の先生
が望むのは、
やっぱり授業力

同じように不安
を抱え、授業
力を高めたい
と考える講師
の先生に研修
の機会を

参考資料
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養成と採用の役割分担を越える（リアリティ・ショックへの支援）
参考資料
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